
 

 

 

第６５８６号                                     ２０１８年１１月１４日（水） 

◎高齢者に聞き取ってもらうには 
                       言の葉ＯＦＦＩＣＥかのん代表 川邊 暁美 

◆お前の声は聞きづらい 
伝わる声と話し方の講師として、常に明瞭な発音・発声、わかりやすい話し方を心掛けているつもり

であるが、８４歳の父と電話で話す際には１００人を前に講演をするより、骨が折れる。 

いつの頃からか、「お前の声は聞きづらい」「声が濁っている」など、仮にも声のプロである筆者が、

信じがたい指摘を受けるようになった。その度に、きょうはそんなに声の状態が悪かったかと自分の喉

の具合を気にしていたが、あるとき気が付いた。父の耳が私の声を捉えにくくなっているのだ。 

特に女性の高めの声、早口、病院の待ち合いホールなどで反響した音などは聞くのが苦痛らしい。 

◆工夫次第で話は通じる 
そこで、気を付けるようにしたのは、次の５点だ。高齢者や難聴の方など聞こえに不安がある方と話

す際に参考にしていただきたい。 
 

（１）「第一音をゆっくり丁寧に」・・・・話し始めの最初の音は耳が反応しづらい。相手が話を聞く心構

えや態勢ができていることを確認してから、ゆっくりと話し始めよう。最初のキーワードは特に丁寧に、

口を大きく開け、少し抑揚をつけて、たとえば「かわべ（川邊）です」ではなく「かぁわーべ、です」という

ような感じだ。また、女性の場合はやや低めの声で、間を取りながら話すようにすると良い。 
 

（２）「タイトル・項目を立て、話の道案内をする」・・・・何について話すのか、話のタイトルをまず示す。

「～について今から説明します」「２つ大切なことがあります」など道しるべを示しながら話していこう。 
 

（３）「一気に説明せず、一文を短くし、理解を確認しながら進める」・・・・一息にまくしたてず、主語か

ら述語までの一文「～は（が）～です）をコンパクトにまとめ、「ここまではいいですか」「では次に～のこ

とを説明しますね」と相手が話に付いて来てくれているか、反応を確認しながら話し進める。 
 

（４）「表情や身振りなど全身で伝える」・・・・面と向かって話すときは、口の動きや表情で内容を補え

るよう、口を大きく開け、相手と目線を合わせ、表情や身振りなど全身で伝える。 
 

（５）「日常的な易しい言葉、音として紛らわしくない言葉に言い換える」・・・・「薬の服用は毎食後に」

を「薬は一日３回、ごはんの後に飲んでください」のように、より音としても聞きやすく、間違いにくい言

葉に言い換える。書かれた文字を示すのも良い。 
 

◆言葉の「ユニバーサル化」を 

身近な人と会話ができないのは寂しいものだ。認知症、うつ病などのリスクも増えると聞く。何の配

慮もせず話が通じない、と諦めるより、多少エネルギーは使っても言葉や声の調子に工夫を加えるこ

とで会話が成立すればお互いにとって喜ばしい。また、この５つのポイントは日本語を習得中の人との

コミュニケーションにも応用できそうだ。音としても意味としてもわかりやすい言葉を使う、いわば「言葉

のユニバーサル化」。これから一層、必要なスキルになってくるだろう。        （かわべ・あけみ）                                          


